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synopsis: A new optical facility was constructed. This is a ground station
with 1 ｡5m diameter ･telescope for multiple purposes such as satellite tracking,

laser ranging, optical communication, astronomical observation and radiometric

planetary observation. The out line of the new optical facility is shown.

1.はじめに

宇宙光通信は､大審塵データ伝送が可能で､小型軽塵､干渉がない等の他の手段では実現し得な

い特徴を持ち､将来の宇宙通信の主役になることは確実である｡このため､ 2且世紀からの完全な

実層化を目標に､米国(NASA)､欧州(E SA)各国ともに､しのぎを削って研究開発を進め

ている｡宇宙光通信はその手法や技術に於て地球や宇宙の光学計測と共通した面が多く､先進諸国

での技術開発をより促進させる要因ともなっている｡こうした世界のすう勢に歩調を合わせ国際的

な研究を行って行くぬめのわが国の中心的な施設となるべく"宇宙光通信地上センターり　が本年度

の大型補正予算で認められ､ 62年度末に完成した｡ 63年夏頃迄には調整を行って運用を開始す

る予定で､現在､郵政省通信絵合研究所(小金井市)の構内で整備が進んでいる｡本地上センター

は口径温｡ 5mの望遠鏡システムを中心とするもので､種々の装置が備わり､宇宙光通信の外に天

体観測等多目的な研究に利周できる施設である｡本シンポジウムでは､天体観測用の装置を中心に

システムの概要を紹介したい｡

2.目的

この新しい光学施設｢宇宙光通信地上センター｣の目玉となる望遠鏡システムは､主鏡の口径が

0mで国内では東京天文台(岡山)の1. 88illの望遠鏡に次ぐ口径であるが､その特色は､

天体望遠鏡の機能の健に､高速｡高精度に宇宙飛細体を追尾できることで(高速のスペースシャト

ルも容易に追尾できる)､静止衛星等の高々度衛星の位置も高精度に観測できる機能を有する｡主

目的の宇宙光通信機能に加え､ ～且　c m鯖度のレ-ザ測距､赤外域での天体の高分解イメージング

及び分光観測､レ-サ¢レ-ダ観測､ラジオメータ観測(レ-ザヘテロダイン法による惑星大気観

測が主)等の機能を持つ｡ Table 1.に研究の目的を示した｡

Table 1.　Objectives

且　　　SATELいTE T RACt‖NG

2.　　S PACE O PT!CAL C O門M棋‖CArHONS

3｡　　LASER RANG摘G

塾　　　ASTRONO附

5.　　LASER RADAR

6.　　RAMOMETER

3.システムの概要

多目的な研究の概念図をFig.1に示し丑｡ 5mの望遠鏡システムの概要を､ Fig.2､ Fig.3　及び

Table　2　に示した｡
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Fig｡2　0utlook of the l｡5m

Telescope system.

Table　2｡ Main parameters of the

l ｡5m　℡elescope sys七･em｡
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